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宝
暦
・
安
永
年
間
（
一
七
六
三
年
～
一
七
七
四

年
）
の
瑞
泉
寺
再
建
の
折
、
京
都
本
願
寺
の
御

用
彫
刻
師
前
川
三
四
郎
が
派
遣
さ
れ
、
井
波
拝

領
地
大
工
が
こ
れ
に
つ
い
て
習
っ
た
の
が
井
波

彫
刻
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
に
入
る
と
、
寺
院
欄
間
に
工
夫
を
こ
ら

し
た
新
し
い
住
宅
用
の
井
波
欄
間
の
形
態
が
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
寺

社
彫
刻
は
活
発
で
、
東
本
願
寺
・
東
京
築
地
本

願
寺
・
日
光
東
照
宮
な
ど
、
全
国
各
地
の
寺

社
・
仏
閣
の
彫
刻
を
数
多
く
手
が
け
、
そ
れ
と

並
行
し
て
一
般
住
宅
欄
間
・
獅
子
頭
・
置
物
な

ど
に
も
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
豪
華
さ
を
誇
っ
た
寺

社
彫
刻
か
ら
、
現
在
は
民
家
の
室
内
彫
刻
へ
と

移
り
変
わ
り
、
な
か
で
も
住
宅
欄
間
は
そ
の
主

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
工
の
子
孫
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
培
わ

れ
た
「
井
波
彫
刻
」
は
全
国
一
の
高
度
な
技
術

を
誇
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
十
年
五
月
、
国

の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
七
月
に
は
、
井
波
彫
刻
会
館
が
完

成
。
館
内
に
は
、
二
百
二
十
年
の
伝
統
を
誇
る

木
彫
刻
技
術
の
粋
を
集
め
た
作
品
二
百
点
を
展

示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

彫
刻
師
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
き
た
井
波
別

院
瑞
泉
寺
。
そ
の
表
参
道
で
あ
る
八
日
町
通

り
、
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
南
砺
市
井
波
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
別
名
瑞
泉
寺
通
り
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
石
畳
が
敷
か
れ
、
周
囲
の
古

い
家
並
み
と
と
も
に
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
す
。
道
の
両
側
に
は
刻
店
、

郷
土
玩
具
店
、
造
酒
屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
格

子
戸
の
あ
る
町
家
と
と
も
に
趣
の
あ
る
風
景
を

形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
通
り
に
は
木
製
あ
ん
ど

ん
、
木
製
の
欄
干
彫
り
の
バ
ス
標
識
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
軒
先
に
は
、
世
帯
主
の

木
彫
の
干
支
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す 

。

ア
ク
セ
ス

　

○［
公
共
交
通
機
関
］

　
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
城
端
線
福
野
駅
か
ら

 

車
で
約
二
十
分

　

○［
自
家
用
車
］

　
　

北
陸
自
動
車
道
砺
波
Ｉ
Ｃ
か
ら

 

約
十
五
分

　

欄
間
・
衝
立
・
パ
ネ
ル
・
天
神
様
・
獅
子
頭

に
代
表
さ
れ
る
置
物
な
ど
の
井
波
彫
刻
。
楠
・

ケ
ヤ
キ
・
桐
を
材
料
と
し
、
荒
彫
り
か
ら
仕
上

彫
り
ま
で
二
百
本
以
上
の
ノ
ミ
、
彫
刻
刀
を
駆

使
し
ま
す
。

　

井
波
彫
刻
の
起
こ
り
は
、
過
去
に
幾
度
も
焼

失
し
た
井
波
別
院
瑞
泉
寺
が
そ
の
都
度
再
建
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。住宅欄間

瑞泉寺本堂衝立

菅原道真の木像井波彫刻会館

八日町通り


